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MYOKO

六月例会＆フリータイム
「〜体験活動を通しての青少年の自立〜」

六
月
例
会
＆
フ
リ
ー
タ
イ
ム

開
催
日
：
六
月
十
一
日

会
場
：
は
ね
う
ま
ア
リ
ー
ナ

会
議
室

六
月
十
一
日
の
例
会
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
は
、
妙

高
青
少
年
自
然
の
家
の
、
桑
山
宗
大
次
長
を
お
招

き
し
、
青
少
年
育
成
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
先
ず
、
現
代

社
会
の
青
少
年
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
教
育
格

差
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
依
存
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
な

ど
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
青
少
年
育
成
に
は
家

庭
や
学
校
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

教
育
格
差
は
妙
高
の
地
域
に
も
あ
り
、
家
庭
環
境

や
経
済
状
況
に
よ
り
学
習
機
会
に
差
が
生
じ
る
こ

と
で
、
将
来
の
進
路
選
択
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
深
刻
な
問
題
で
す
。
そ
こ
で
若
者
た
ち
が
様
々

な
体
験
や
機
会
を
通
し
て
健
や
か
に
成
長
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
は
青
少
年
育
成
に
関
わ
る
新
た
な
キ
ー
ワ

ー
ド
を
獲
得
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
今

後
の
妙
高
青
年
会
議
所
の
行
動
や
事
業
に
生
か
し
、

妙
高
の
若
者
が
将
来
に
向
け
て
希
望
を
持
っ
て
、

健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
作
り
を
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
を
担
う
次
代
育
成
委
員
会

副
委
員
長

町
田

涼
太
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中
条
青
年
会
議
所

四
十
五
周
年
記
念
式
典

新
潟
青
年
会
議
所
七
十
周
年
記
念
式
典

地
域
活
性
化
補
助
金
獲
得
事
業

マ
ネ
ー
の
龍
に
つ
い
て
の
ご
案
内

開
催
日
：
六
月
十
六
日

開
催
地
：
朱
鷺
メ
ッ
セ

募
集
期
間
：
七
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日

開
催
地
：
ロ
ッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト

新
潟
県
異
業
種
交
流
セ
ン
タ
ー
上
越
支
部

が
、
こ
の
夏
、
地
域
活
性
化
補
助
金
事
業
と

し
て
、
「
マ
ネ
ー
の
龍
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
地
域
活
性
化
に
資
す
る
事
業
ア
イ
デ
ア

を
公
募
し
、
書
類
審
査
に
通
過
し
た
事
業
は
、

十
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
る
資
金
調
達
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
事
業
支
援
を
か
け

た
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。
妙
高
青
年
会
議
所

も
企
画
段
階
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
「
マ
ネ
ー
の
龍
」
は
今
回

で
三
回
目
の
開
催
で
、
第
一
回
開
催
で
は
宮

本
総
務
委
員
長
が
見
事
、
事
業
支
援
を
獲
得

し
ま
し
た
。
ご
自
身
も
し
く
は
周
り
の
方
々

で
、
新
規
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
共
有
願
い
ま
す
。

内
容
詳
細
と
応
募
エ
ン
ト
リ
ー
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
！

地
域
産
業
活
性
化
委
員
会

副
委
員
長

去
る
六
月
十
六
日

新
潟
は
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
て
一
般
社
団
法
人
新
潟
青
年

会
議
所
の
七
十
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
何
よ
り
驚
か
さ

れ
た
の
が
、
人
数
規
模
で
す
。
新
潟
青
年
会
議
所
と
い
う
ビ
ッ
ク
Ｌ
Ｏ
Ｍ

の
錚
々
た
る
Ｏ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
や
各
地
か
ら
参
加
し
て
い
る
出
向
メ
ン
バ
ー
、

ひ
い
て
は
ブ
ロ
ッ
ク
に
出
向
し
て
い
た
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
卒
業
生
ま
で
、
本
当
に

大
勢
の
参
加
者
が
あ
り
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

多
く
が
埋
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
式
典
で
は
松
原
理
事
長
の
挨
拶
で
新
潟

の
こ
れ
ま
で
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
来
賓
の
皆
様
の
目
を
し
っ
か
り
み

て
伝
え
て
い
た
の
が
、
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。
そ
し
て
設
え
で
す
が
、

朱
鷺
メ
ッ
セ
と
い
う
大
き
な
会
場
の
中
で
の
懇
親
会
は
古
町
芸
妓
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
芸
子
さ
ん
た
ち
が
お
酌
に
く
る
プ

レ
ミ
ア
ム
感
、
そ
の
後
に
は
新
潟
市
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
千
円
の
ク
ー

ポ
ン
券
、
さ
ら
に
は
日
航
ホ
テ
ル
の
特
別
料
金
で
宿
泊
と
素
晴
ら
し
い
設

開
催
日
：
六
月
一
日

開
催
地
：
胎
内
市
産
業
文
化
会
館

六
月
一
日
土
曜
日
に
中
条
青
年
会

議
所
の
四
十
五
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会
に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。
今

年
初
の
周
年
を
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と

参
加
で
き
て
大
変
充
実
し
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
当
Ｌ
Ｏ
Ｍ
も
十
月
に

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
や
来
年
度
創
立
五
十

周
年
と
大
規
模
な
事
業
が
控
え
て
お

り
ま
す
。
会
員
一
同
「
団
結
」
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
創
立
五
十
周
年
を

成
功
さ
せ
て
、
妙
高
青
年
会
議
所
の

更
な
る
飛
躍
と
発
展
に
繋
げ
る
事
を

お
約
束
致
し
ま
す
。

え
で
し
た
。
当
日
は
わ
た
し
が
ニ
年
前
か

ら
出
向
し
て
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
委
員
会
メ

ン
バ
ー
と
も
再
会
し
、
当
時
の
こ
と
や
現

在
の
近
況
を
話
し
合
い
、
非
常
に
嬉
し
く

感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
周
年
事
業
に

参
加
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
、
ま
だ

ま
だ
周
年
事
業
は
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
他
の
メ
ン
バ
ー

の
方
に
も
、
わ
た
し
と
同
じ
思
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

田
中

良
典

会
員
交
流
委
員
会

委
員
長

山
田

利
樹
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第
六
十
六
回
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム

長
岡

出張報告

道
の
駅
あ
ら
い

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

道
の
駅
あ
ら
い
は
、
県
内
で
は
唯
一
の
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す
。
六
月
一
、
二
日
と
八
日
に
「
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
見
学
、
体
験
を
通
じ
て
防
災
意
識
の
向
上
と
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
催
し
で
す
。
初
日
は
天
気
も
よ
く
家
族
連
れ
ら
大
勢
が
来
場
し
、
地

震
体
験
車
に
よ
る
大
規
模
地
震
体
感
、
「
働
く
車
」
展
示
で
パ
ト
カ
ー
、
消

防
車
、
ハ
シ
ゴ
車
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
例
年

「
く
び
き
の
縁
日
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
「
防

災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
名
称
を
変
更
し
、
年
始
に
発
生
し
た
能
登
半
島
沖

地
震
を
契
機
に
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
盛
り
上
が
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
予
定
し
て
い
た
小
千
谷
市
の

協
力
の
元
に
準
備
し
て
い
た
熱
気
球
に
は
強
風
の
た
め
乗
れ
ず
、
熱
気
球
体

験
に
よ
る
上
空
か
ら
妙
高
を
眺
め
る
こ
と
で
地
元
愛
の
深
化
を
図
る
計
画
は

残
念
な
が
ら
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
は
成
就
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、
私
も
Ｊ
Ｃ
Ｖ
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
、
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
意
図

を
発
信
し
ま
し
た
。
な
お
、
六
月
三
日
に
は
、
再
度
能
登
半
島
を
震
源
と
す

る
地
震
が
発
生
し
、
災
害
の
身
近
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
防
災
の
準
備

や
被
災
地
へ
の
継
続
的
な
援
助
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
防
災
意
識
が
よ
り

一
層
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
活
性
化
委
員
会

築
田

祥
吾

(

新
井
道
の
駅

カ
フ
ェ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー

パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ)  

妙高JCトピックス

開
催
日
：
六
月
二
十
九
日

開
催
地
：
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ

ア
オ
ー
レ
長
岡

地
域
産
業
活
性
化
委
員
会

副
委
員
長

白
倉

準

長
岡
の
地
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
六
十
六
回
地
区
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
初
め
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
は
長
岡
の
中
心
市

街
地
で
あ
る
ア
オ
ー
レ
長
岡
で
行
わ
れ
、
北
陸
信
越
地
区
五
県

の
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
大
勢
集
い
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
テ
ー
マ
で
あ
る
『
今
こ
そ
繋
が
る
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ

ｔ
ｏ

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
』
の
も
と
式
典
か
ら
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
そ
し
て

大
懇
親
会
と
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
と
交
流
が
で
き
、
今
後
と
も
妙

高
地
域
の
発
展
の
た
め
様
々
な
地
域
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
活

か
し
精
一
杯
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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月

日付 行事

7日（日） にいがた北JC創立40周年記念式典

11日（木） 7月例会＆臨時総会

12日（金） 正副理事長会議

14日（日） 加茂JC創立60周年記念式典

20,21日（土,日） サマーコンファレンス（横浜）

23日（火） 会員会議所会議

24日（水） 7月理事会

7月

お誕生日の会員

池田昌之君
1992年7月26日生

2024年入会
池田興産㈱

行事予定のご案内7

6月例会出席率

三役会 100％

総務委員会 60％

地域産業活性化委員会 50％

未来を担う次代育成委員会 86％

会員交流員会 67%

新入会員募集中！

私たち一般社団法人妙高青年会議所（JCI妙高）は、

「明るい豊かな社会」を創造するために日々活動し
ています。地域のために沢山の「出会い」を通して、
一人でも多くの若者たちと夢を語りながら、このま
ちが「豊かで活力ある」地域になることを信じます。

この活動をより拡げ、地域に貢献する持続的な組織
であり続けるためにも、共に汗を流してくれる仲間
を募集しています。

お問い合わせは「妙高青年会議所」で検索してく
ださい！あなたからのご連絡をお待ちしておりま
す！

藤村太気君
1986年7月25日生

2022年入会
妙高建設㈱
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